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考
察
さ
れ
て
い
る
（
例
え
ば
ピ
エl
ル
・
ア
ン
リ
・
ジ
モ
ン

確
か
に
、
こ
の
二
作
品
は
、
共
に
両
作
家
の
青
年
時
代
の
書
で
あ
り
、

司
・
出
・
ω
一
日
。
ロ
や
ロ
ペ
エ
ル
・
ド
・
リ
ュ
ッ
ペ
悶

o
t
2仲
門
r
F
Z
H否
。
な
E

）
。

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
を
始
め
と
す
る
地
中
海
沿
岸
の
豊
鏡
な
自
然
に
対
す
る
一
種
の
感
覚

的
汎
神
論
を
展
開
し
て
い
る
点
で

共
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る

し
か
し
、
こ
の
両
者
を
仔
細
に
検
討
す
る
と
、
む
し
ろ
、
相
違
に
於
て
顕
著
で
あ
る
。

即
ち
、
ジ
イ
ド
の
場
合
に
は
、
二
十
四
歳
の
時
に
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
に
旅
行
し
て
、
こ
の
地
の
乾
燥
し
た
強
烈
な
自
然
か
ら
啓
一
不
を
受
け
、
そ
れ
迄
の
宗
教
観
、

人
生
観
か
ら
解
放
さ
れ
、
現
在
の
瞬
間
の
躍
動
に
陶
酔
し
、
生
の
喜
悦
を
感
じ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
一
方
、
解
放
さ
れ
た
と
は
一
言
え
、
過
去
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

的
な
神
や
罪
の
意
識
が
、
屡
と
姿
を
現
わ
し
て
お
り
、
又
、
未
来
に
対
し
て
も
、
期
待
に
よ
る
道
を
聞
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
、
始
め
か
ら
ア

ル
ジ
ェ
リ
ア
に
生
れ
た
カ
ミ
ユ
は
、
・
解
放
さ
れ
る
べ
き
神
も
、
過
去
も
持
た
ず
、
た
だ
現
在
の
、
地
上
で
の
生
の
悦
び
を
唱
っ
て
お
り
、
更
に
、
ア
ル
ジ
ェ
リ

ア
の
自
然
の
強
烈
さ
非
情
な
冷
酷
さ
か
ら
、
人
生
の
不
条
理
性
に
目
覚
め
て
、
人
生
に
は
未
来
も
希
望
も
な
い
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ア
ル
ジ
ェ

リ
ア
と
い
う
地
中
海
風
土
か
ら
カ
ミ
ユ
が
獲
た
も
の
が
、A調
和
V
M
H
R
o
Eと

A不
条
理
V
与
∞
ロ
E
o

と
い
う
こ
つ
の
対
立
し
た
観
念
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

ジ
イ
ド
の
場
合
に
は
、
カ
ミ
ユ
の

A調
和
V
に
相
当
す
る
生
の
肯
定
の
要
素
の
み
で
あ
り
、
」
れ
と
矛
盾
対
立
す
る
も
の
は

」
の
風
土
に
は
な
い
ヨ1
ロ
ッ

パ
の
神
の
観
念
な
の
で
あ
る
。

こ
の
両
者
に
共
通
な
生
命
へ
の
讃
歌
に
つ
い
て
は
、
地
中
海
の
風
土
が
、

わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
両
者
の
相
違
点
で
あ
り
、
カ
ミ
ユ
の
思
想
の
特
性
で
も
あ
るA不
条
理
V
に
つ
い
て
は
、
ジ
イ
ド
と
の
比
較
に
於
て
は
、

ギ
リ
シ
ャ
文
化
を
培
っ
た
地
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
時
、至
極
当
然
の
こ
と
と
思

そ
の
特
性
の

強
調
に
停
ま
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
そ
れ
自
体
の
解
明
に
は
、
少
し
も
役
立
た
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

私
は
、
以
上
の
よ
う
な
、
風
土
の
影
響
の
強
い
カ
ミ
ユ
の
思
想
の
特
性
は
、
彼
と
ジ
ヤ
ン
・
グ
ル
ニ
エ
』
ぬ
き
の

B
E
R

と
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

一
層
明
ら
か
に
な
る
と
思
う
。
私
の
考
え
で
は
カ
ミ
ユ
の
初
期
の
思
想
形
成
に
、
特
に
そ
の
風
土
観
に
は
、
グ
ル
ニ
エ
の
影
響
が
明
ら
か
に
認
め
ら
れ
る
し
、

更
に
、
こ
の
両
者
の
比
較
に
よ
っ
て
、
カ
ミ
ユ
の
思
想
の
発
展
過
程
に
於
け
る
、
あ
る
不
動
性
に
つ
い
て
も
、
一
解
釈
が
成
立
す
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

カ
ミ
ユ
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
そ
の
殆
ど
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
、
以
下
グ
ル
ニ
エ
に
つ
い
て
説
明
し
な
が
ら
、
比
較
検
討
し
て
行
こ
う
。
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円
。
一
関
山
門
戸
己

0
・

］5
日
一
山

〉
宮
．
。
。
。
印
仏
め
で

F
C
呂
町
江
口
・

］
－mv印印

こ
の
中
で
、
『
諸
島
』
円2

口
2

（
忌ω
ω）
、
『
サ
ン
タ
・
ク
ル
ズ
』
∞gg
h
E
N

・
2
2

片
足
ω

匂
ミ
∞
凶
m
g
ω
E
S
E
ω
（
呂ω
吋
）
、
『
地
中
海
の
霊
感
』
H
5
1
3・

t
oロ
ω

冨
注

X
2
円
g
b
g
ロ
2

（E
D
h

常
ユ
同

g
S
ω

＠
）
等
は
、
カ
ミ
ユ
の
初
期
の
風
土
に
関
す
る
エ
ッ
セ
イ
『
裏
と
表
』
円
開
口2
円
ω
2
2

山
口
仏g
x

（H
U
ω吋
い
か
の
ユ
同B
H
C
ω
印l
l
ω白
）
、
『
結
婚
』
Z
0
2
印
（
呂
ω
∞
一
め
の
門
戸
件
。
ロ
巴
ω
∞

ω
吋
）
、
『
ミ
ノ
ト
オ
ル
』
円
、
。
冨

E
2
2
5
0
Z
E

出
色
Z
ι
6
3

ロ
（
呂
ω
ゆ
）
等

と
相
前
後
し
て
発
表
さ
れ
て
お
り
、
グ
ル
ニ
エ
の
自
然
観
、
地
中
海
風
土
観
を
示
す
絶
好
な
エ
ッ
セ
イ
で
あ
る
。

先
ず
『
諸
島
』
円
2
2
2

（
呂ω
ω
一
円
。z
x
b
B
H
C
む
）
で
あ
る
が
、
グ
ル
ニ
エ
の
初
期
の
エ
ッ
セ
イ
集
で
あ
り
、
彼
の
思
想
の
出
発
点
を
示
す
も
の
で
あ

る
。
特
に
、
こ
の
中
の
一
つ
の
エ
ッ
セ
イ
、
『
空
虚
へ
の
魅
惑
』
円ω2
3

一
円
己c
i

常
に
描
か
れ
た
彼
の
幼
い
頃
の
回
想
は
、
彼
の
自
然
観
を
知
る
た
め
に
興

味
深
い
も
の
で
あ
る
。

六
、
七
歳
の
頃
、
樹
蔭
に
横
た
わ
っ
て
、雲
一
つ
な
い
大
空
を
眺
め
な
が
ら
、
彼
は
、
ふ
と
．
こ
の
大
空
が
A空
虚
v
i
含
の
中
へ
呑
込
ま
れ
て
し
ま
う
よ
う

に
思
う
。
そ
れ
は
、
彼
の
A虚
無
V
忠
告
同
に
対
す
る
最
初
の
印
象
で
あ
り
、
彼
の
一
一
一
一
口
葉
に
よ
れ
ば
、
す
べ
て
を
決
定
す
る
瞬
間
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ

以
来
、
彼
は
自
然
に
対
す
る
空
し
さ
に
魅
せ
ら
れ
て
し
ま
う
。
こ
の
空
虚
感
、
喪
失
感
は
、
彼
に
と
っ
て
、
決
し
て
苦
々
し
い
も
の
で
な
く
、
喜
悦
を
と
も
な

う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
彼
は
、
5
0
A
Z
S
J
R
E円z
－E
E
t
S
2
w
g
o

毛
主
E
o
m
o
z
一
ロo
l
i

－
－b片
山
門
弘
己
門H
2
5
2
円
雪
巳
＝
。
・
に
至
っ
た

と
言
っ
て
い
る
。

グ
ル
ニ
エ
が
自
然
に
対
し
て
感
じ
た

A空
虚
V、

A無
関
心
V
な
状
態
は
、
『
諸
島
』
の
他
の
エ
ッ
セ
イ
で
は
、
例
え
ば
、
『
ル
・
シ
ヤ
・
ム
ウ
ル
ウ
』
円
ゅ
の
｝
百
件

ョ
。
己
o
E

に
於
て
は
、
動
物
に
対
し
て
、
『
イ
ン
ド
・
イ
マ
ジ
、
ネ
エ
ル
』HA
w
－E
O
H
S
ω
m
E包
円
。
に
於
て
は
、
イ
ン
ド
思
想
へ
と
、
対
象
は
変
る
が
常
に
持
続

さ
れ
、
追
求
さ
れ
て
い
る
。
結
局
、
彼
は
自
然
に
対
す
る

A空
虚
V
か
ら
出
発
し
て
、
常
に
非
人
間
的
な
も
の
に
関
心
を
一
不
し
、
遂
に
はA絶
対
V
与
g
E

に

到
達
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
イ
ン
ド
へ
の
彼
の
関
心
は
、
イ
ン
ド
の
哲
学
思
想
がA非
人
間
的
v
z
r
z
B
tロ
で
あ
る
か
ら
な
の
だ
。

A絶
対
V
に
到
達
す

る
た
め
に
は
、
自
己
自
身
か
ら
、
或
い
は
ス
、
す
べ
て
の
ユ
マ
ニ
テ
か
ら
、
自
己
を
引
離
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
彼
は
言
っ
て
い
る
。



こ
の
よ
う
に
自
然
の

A空
虚
v、

A無
関
心
V
か
ら

A絶
対
V
に
至
ろ
う
と
す
る
グ
ル
ニ
エ
は
、
キ
リ
ス
ト
教
的
な
神
へ
の
道
を
辿
ら
ず
、
後
年
に
至
っ
て
、
例

え
ば
『
自
由
の
有
用
性
へ
の
対
話
』
開
口
可a
g
ω
ω

己
円
－o
t
oロ
5
ω

問
。
【
凶
O
E

－
－Z
ユ
か
（
忌
お
）
の
中
の
第
二
篇Z
O
Z
・
〉2
同
（
無
為
）
に
一
不
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
、
戸
山0
・
叶N
2

（
老
子
）
や
、
叶gu
E
O

（
道
教
）
に
於
け
る
A無
V
や
A絶
対
V
に
近
づ
き
、
一
種
の
無
神
論
的
神
秘
主
義
に
至
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

『
諸
島
』
に
於
て
は
、
自
然
に
対
し
て
の
A空
虚
v、

A無
関
心
V、

A
非
人
間
的
V
等
、
A絶
対
V
に
主
る
べ
き
一
連
の
感
覚
、
観
念
と
対
立
し
て
、A
人
間
的
V

F
Z
B
m
H
Eの
観
念
が
あ
る
こ
と
に
も
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
グ
ル
ニ
エ
の
関
心
は
、
勿
論
、
前
者
に
強
い
の
で
あ
る
が
、
彼
は
、
A非
人
間
的
V
な
思
想

を
イ
ン
ド
に
見
出
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
と
対
立
す
る
観
念
、A
人
間
的
V
で
A節
度
V
5
2
2
5
の
あ
る
思
想
を
、
ギ
リ
シ
ャ
の
中
に
見
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
自
然
観
、
風
土
観
に
於
け
る
二
つ
の
対
立
観
念
は
、
地
中
海
風
土
に
於
て
は
、
特
に
重
要
視
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
何
故
な
ら
ば
、
彼

に
よ
れ
ば
、
地
中
海
風
土
に
は
、
A空
虚
v、

A無
関
心
V
な

A
非
人
間
的
V
な
観
念
と
、
ギ
リ
シ
ャ
的
A節
度
V
の
あ
る

A人
間
的
V
な
観
念
が
、
共
に
見
出
さ

れ
る
か
ら
で
あ
る
。

己
門
E
n
E
Z

品
。
円
〉
丘
一
。
ロ

一－ Fi ？一一

－
－K
ロ
ω

日
間
）
O
C
寸
巳
－o

（
戸
山
宮
注
目
門
2
5

ロ
2

）
吉
ω
1
5円
E
H
O
E
E
3
F
3
E
C
O
D
E
g
山
片
山w
b
m
m
己
ゆ
門
出m
g
ロ
の
め
門
左
。
巳
件
。
門
H
o
－
－
〉σ
ω
o
z

同
ロ
岳
町
山
片
山
。
ロ
∞
冨

E
－Z
口

g
b
o
ロ
ロ
め
ω

一
司
『
骨
片
山
の

0
・

『
地
中
海
の
霊
感
』
F
m
1
5
Z
A
）
ロ
ω

冨
怠
芹
R
E
D

か
め
ロ
ロ2

は
、
地
中
、
海
の
風
土
を
、
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
、
北
ア
フ
リ
カ
、
イ
タ
リ
ヤ
、

分
け
て
描
い
て
い
る
が
、
同
じ
頃
に
書
か
れ
た
カ
ミ
ユ
の
「
ミ
ノ
ト
オ
ル
』
と
比
べ
る
と
、
後
者
が
風
物
詩
的
で
あ
っ
て
、
観
察
も
自
然
や
風
習
の
描
写
に
停

ギ
リ
シ
ャ
の
四
地
域
に

っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
前
者
は
、
歴
史
的
で
あ
り
、一
層
分
折
的
で
あ
る
と
一
角
一
一
日
え
よ
う
。

彼
の
並
な
ら
ぬ
才
能
を
知
り
う
る
も
の
で
あ
る
が
、

ま
だ
充
分
な
形
成
を
み
る
に
主
ら
ず
、
む
し
ろ
、
青
春
の
情
熱
と
感
動
と
に
み
ち
あ
ふ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

カ
ミ
ユ
の
初
期
の
風
土
に
関
す
る
エ
ッ
セ
イ
集
は
、
そ
の
詩
情
豊
か
な
文
体
か
ら
も
、

思
想
的
に
は
、

ω
吉
岡
己
目
。
円
匂
m
w
u
函

D
E
色
。
ロ
ロo
v

－
－Y
O
B
B
O
D
E
－
ニ
ロo
z

口
一
昨P
Z
F
u
g
m

立
。
ロ
門
目
。
ロ
円
己
的

ω
5
2
p
z
一
戸
川
凶
門
戸
n
y
g
ω何
回
。
ロ
∞

E
w
－
－o

仏
O
E

ロ
ロ
｝5
5
g
o
m
g
m

－z
o
円
四
ぬ
の
め
ω

古
川
弓ω
o
m

件
旬O
C
円
〈
F

ロ
ロ
ゲ
印
仲
間
）
包
件
。
ロ
ロ

g

円
ρ
z
t
z
g
E立
内
目
。so
n

－o
門
－z
c
o
g
g
神
宮

1
5



。
M
丹
芯
5
0

・

Z
。
の
A
w
m一
一
司
・
h日
仏

こ
こ
に
一
不
さ
れ
たA偉
大
さ
V
3
－s
ι
2
円
と

A悲
惨
V
5
2
宵
ゆ
と
は
、
彼
の
別
の
一
一
一
一
口
葉
に
よ
れ
ば
、
前
者
は

A生
の
喜
び
V
〕
。
一
o
a
o
i
2
0
w
A調
和
V

M
w
n
g
Eで
あ
り
、
後
者
は
A沈
黙
V、

A無
関
心
V
つ
ま
り
、
A不
条
理
V

に
な
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
カ
ミ
ユ
が
地
中
海
風
土
か
ら
感
じ
た
二
つ
の
対

立
し
た
感
情
は
、
グ
ル
ニ
エ
が
同
じ
風
土
の
中
で
認
め
て
い
た
前
述
の
対
立
観
念
の
感
覚
的
な
把
握
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

カ
ミ
ユ
に
は
、
グ
ル
ニ
エ
の
よ
う
な
東
洋
的
な
神
秘
主
義
へ
の
噌
好
は
全
く
な
い
の
で
あ
り
、
地
中
海
的
な
明
断
性
、
厳
密
な
精
神
を
持
っ
て
い
る
の
だ
が
、

そ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
神
か
ら
隔
絶
し
た
汎
神
論
的
風
土
観
に
は
、
『
諸
島
』
以
来
の
グ
ル
－
一
エ
の
自
然
観
に
拠
る
と
こ
ろ
が
大
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
い
ず

れ
に
せ
よ
、
カ
ミ
ユ
が
風
土
の
中
に
感
じ
た
A調
和
V
と

A不
条
理
V
の
感
覚
が
、
思
想
的
体
系
を
み
る
た
め
に
は
、
A不
条
理
V
に
つ
い
て
は
、
『
シ
ジ
フ
の
神

話
』
F
O
E
－
F
O
門
目
。ω－m
uよ
】
｝
M
O

（H
u
b）
を
、
A調
和
V
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
が
ギ
リ
シ
ャ
的
A節
度
V
に
よ
る

A反
抗
V
に
完
成
す
る
た
め
に
は
『
反
抗
的

人
間
』
F
d
。
5
5
0

尽
き
】
広

2
8
む
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

9
d
 

5
 

7
A
 

カ
ミ
ユ
は
、
『
シ
ジ
フ
の
神
話
』
に
於
て
、
従
来
結
論
と
考
え
ら
れ
て
き
たA不
条
理
V
を
出
発
点
と
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
彼
独
特
の
A不
条
理
V
の

理
論
を
展
開
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
理
論
は
、
こ
れ
に
数
カ
月
先
立
っ
て
刊
行
さ
れ
た
『
異
邦
人
』
円
宮
門
ω
ロ
m
2

に
於
て
、
主
人
公
の
性
格
や
行
動
の
中
に
、

見
事
に
肉
附
け
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

母
親
が
死
ん
だ
翌
日
に
、
海
水
浴
に
行
き
、
女
と
遊
び
、
喜
劇
映
画
を
観
た
り
、
恋
人
に
対
し
て
、
愛
な
ど
は
無
意
味
で
あ
る
と
一
一
一
一
口
い
、
太
陽
の
た
め
に
殺

人
を
す
る
、
こ
の
小
説
の
主
人
公
ム
ル
ソ
オ
冨
g
a
g

－
件
の
特
異
な
性
格
、
行
為
や
、
至
る
と
こ
ろ
で
わ
巳
ω
5

．

0
え
芯
巴
・
と
か
わ
己
ω

ロ
〆
g
x
m
5
5
5

日s
u
o
－
m
5
2

・
な
ど
と
考
え
る
、
す
べ
て
の
も
の
に
対
す
る
極
度
の
A無
関
心
さ
V
は
、
そ
の
特
異
性
の
故
に
、
わ
が
国
で
も
グ
異
邦
人
論
争
’
を
起
し
た
く

ら
い
で
あ
っ
た
。
事
実
、
ム
ル
ソ
オ
の
行
為
は
非
常
に
現
実
的
で
あ
り
な
が
ら
、
し
か
も
純
粋
に
抽
象
化
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
彼
が
し
ば
し
ば
示
す
万
物
ヘ



の
無
関
心
は
、
人
生
の
不
条
理
性
を
証
明
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
、
す
べ
て
に
異
邦
人
で
あ
っ
た
彼
が
、
獄
中
に
於
て
死
と
対
決
し
て
、
実
存
の

意
識
に
目
覚
め
る
過
程
が
大
事
な
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
か
ら
と
一
一
一
一
日
っ
て
、
そ
の
無
関
心
が
、
小
説
構
成
の
た
め
に
創
造
さ
れ
た
性
格
態
度
で
あ
る
と
考
え
る

こ
と
は
、
そ
の
心
理
を
あ
ま
り
に
現
代
的
に
解
釈
し
て
共
感
を
抱
く
の
と
同
様
に
、
当
を
得
な
い
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
何
故
な
ら
ば
、
ム
ル
ソ
オ
の
無
関
心
さ

は
、
こ
の
小
説
の
舞
台
で
あ
る
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
風
土
の
巾
に
育
ま
れ
た
性
格
で
あ
り
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
生
れ
の
カ
ミ
ユ
は
、
こ
の
小
説
を
書
く
以
前
に
、
こ

の
地
の
人
々
の
示
す
不
思
議
な
無
関
心
さ
に
い
正
日
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
『
ミ
ノ
ト
オ
ル
」
（
5
8

）
の
中
に
、
こ
れ
を
証
明
す
べ
き
次
の
描
写
が
あ
る
。
カ
ミ

ユ
は
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
オ
ラ
ン
の
町
の
映
両
の
広
伶
丈
に
す
円
か
れ
た
驚
く
べ
ま
♂
川
町
が
、
単
に
い
川
フ
ラ
ン
ス
に
特
有
な
芯
張
叫
に
よ
る
の
で
は
な
く
、

の
人
述
が
心
す
選
択
へ
の
烈
関
心
に
よ
る
の
だ
、
と
J
Iっ
て
い
る
。

オ
ラ
ン

。
ロ
N
E
E

－H
H
Oユ
円
山o
n
g

－E
A
C
m
m
．
。M
2
2
m
o
c
r
B
m
wロけ
－n
－
r
m
。
。
丹
門H
o
－
－m凶

ω
m
b
g門戸O口
同
）
円O匂
円
。
ω
ロ
吉
区
一
－
何
M
m
wの
沖
合B
O
D
Y］2

2
Z
Z

円
切
己0
2
5
2

〈
巳
－
－
2
M

官
。
印
匂
0
2
5

門
目
。
ロ
ロ
巾
三
宮
匂

E
C

〈
め
含
－
2

門
店
ロ
∞

3
v
H
F
o
z
m
Z
E
0

・
巴
m
d
m円
同
色
。
〈
釦
山
口
の
円
。

円
山
口
門
同
店
内

A
m円。
ロ
n
o
m

－
円
円
相
凶
問
）

ω
同
町
一
。
同
）
円

O

問
。
ロ
門
目
。
門
戸

z
．
。
口
同
め
m
m
o
ロ
円
ι
ωロ
切
の
め
円
】
何
回
日
刊
由
民

b
m
s
c．
－
－m．
m凶
閃
円
仲
仏
o
n
F。
｛
回
目
H
1
0ロ
仲H
1
A
w
n
－A
W
C
M
n
m匂
ゅ
の
仲
卸
の
－

o
m
w

円
四2
x
g
E
F

吋
印

m
Y
印
O
C
2

三

g
m
5
0
・
門
－
m
C
M内
向
。E
B
2

・

円
。
豆
一
ロo
g
c
g

一
回M・
N
H

わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
例
に
よ
っ
て
、
こ
の
地
に
無
数
の
ム
ル
ソ
オ
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。
し
か
し
、彼
等
は
、
そ
の
自
然
の
も
た
ら
す
官
が
豊
鏡
な
た

一
人
の
ム
ル
ソ
オ
に

A不
条
珂
V
を
匝
視
さ
せ
、
死
と
対
決
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
の
極
端
に
ま
で
押
進
め
て
行
け
ば
、
巾
い
い
ん
存
へ
の
道
が
聞
か
れ
る
の
、
だ
と
い
う
こ
と
を
．
礼
明
し
た
の
で
あ
る
。

め
に
、
反
っ
て
そ
の
不
条
理
性
に
気
が
つ
か
な
い
の
で
あ
る
。
カ
ミ
ユ
は
、

と
ミ
る
で
、
こ
の
よ
う
な
風
土
の
中
に
広
じ
る
肘
関
心
さ
は
、
グ
ル
ニ
エ
が
、
門
川
川
日
」
一
以
来
、
追
求
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
次
に
、
地
中
海
風
土
に
於
け

る
二
、
一
一
一
の
例
を
挙
げ
よ
－
入

』
の
∞
ロ
一
ω

ロ
b
m
E

ロ
ニ
一
一
作
Z
C
E
山
一
口
戸
一
一
円
円
。
円
。
ロ
（
リ
め
閉
山
内
【
〕
作
一
円
山
由
℃
。
同

a
F化
。
ロ
コ
－
o
r
－
－
－

（H
V円
。
〈
め
ロ
門
。
）

w
同D
m

勺
一
円
m
w
t。ロ
∞
ロ
見
込
止
め
コ
－

m凶
ロ
か
め
ロ
ロ
め
ω
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関
心
V
も

A等
価
性
V
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
実
際
に
、
カ
ミ
ユ
の
初
期
の
作
品
に
は
、
主
人
公
の
価
値
判
断
が
、A不
条
理
V
の

A条
価
性
V
で
さ
さ
え
ら
れ

て
い
る
場
合
が
多
い
。
一
例
を
『
カ
リ
ギ
ュ
ラ
』
わ
巳
広
三
ω

に
挙
げ
よ
う
。

ハ
リω－
－m
c
－m凶
一
巴
同
町
凶
己
丹
仏

O

ロ
の
円
山
口
ゆ
門
戸
』
《
リ
円
。
一

o
m

砂
A
Z
o－A
Z
O
山
内
同
h
v
o
m
C
H

】
か
門
戸
O
C
H－
0
・

n
y
m
w
円
m
w
m
w一
】
ゅ
の
円
C
日ω
D
c
．
巳
て
m
w
門
目
。
ω
ω

の
門
戸
。
ロ
ω
D
c
－
ω
O
ロ
門
匂
】
ロ
ω
σ
o
z
m
w
m
心
己
m
w
円
四
〆
ロ
片
岡
・

0
∞
・

ハ
い
山
口
m
c
－ω

一
】
め
の
円
。
一

ω

門
山
口04
h
A
）
口
一
行
角
川

ω
ω

。
ロ
件
。A
Z
円
〈
山
］
O
D
－x
w∞
－

n
u
m
凶
ロm
z
－m
w
一
日ι・
］
｛
吋
。

以
上
の
比
較
検
討
で
、
カ
ミ
ユ
の
初
期
の
忠
恕
、
特
に
、
そ
の
地
中
海
風
土
観
に
、
グ
ル
ニ
エ
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
と
思
う
。

四

-156-

と
こ
ろ
で
、
カ
ミ
ユ
の
思
想
に
は
段
階
的
発
展
が
あ
り
、
ア
ル
ペ
レ
ス
K
Z
芯
ω

が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
幾
つ
か
の
時
期
に
分
け
て
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が

そ
の
発
展
の
著
し
か
っ
た
時
期
は
、
一
九
四
三
｜
四
四
年
頃
、
つ
ま
り
、
第
二
次
大
戦
の
凶
別
で
あ
っ
た
。
作
品
で
言
え
ば
、
『
ド
イ
ツ
人
へ
の
手
紙
』

F
Z
可
2

M
W
Cロ
ω
百
円
巳
－
0
5
ω

ロ
仏
（5
3
1

主
）
で
あ
り
、
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
の
占
領
下
に
苦
か
れ
た
こ
の
四
つ
の
書
簡
集
は
、
大
戦
の
貴
重
な
体
験
に
よ
っ
て
、
カ
ミ
ユ

が
思
想
的
に
発
展
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
、
カ
ミ
ユ
は
、A不
条
理
V
の

A等
価
性
V
か
ら
A正
義
V
の
価
値
の
発
見
へ
、
A無
関
心
V

か
ら

A選
択
V
へ
の
発
展
を
な
し
、
社
会
的
連
帯
感
の
モ
ラ
ル
を
加
え
、
や
が
て
戦
後
に
於
て
『
ベ
ス
ト
』
戸ωH
M
g
Z
（
忌
む
）
に
開
花
す
る
の
で
あ
る
が
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一
方
、
グ
ル
ニ
エ
は
、
こ
の
問
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既
に
述
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た
よ
う
に
、
A絶
対
V
へ
の
近
を
歩
み
続
け
た
と
考
え
ら
れ
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。

こ
の
よ
う
に
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カ
ミ
ユ
が
、
思
忽
的
に
グ
ル
一
一
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か
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離
れ
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た
と
はJバ
え
、
そ
れ
は
、
伎
が
地
中
海
風
土
へ
の
関
心
を
失
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で

は
な
く
、
反
っ
て
戦
争
を
契
機
と
し
て
、
伎
は
地
中
海
風
土
と
ヨ
l

ロ
ッ
ハ
と
を
対
立
さ
せ
、
自
ら
は
地
中
、
海
風
土
に
属
す
る
者
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
地
を
歴

史
的
風
土
と
し
て
把
握
し
よ
う
と
す
る
傾
向
を
深
め
て
い
る
の
で
あ
る
。こ
の
よ
う
な
歴
史
的
把
握
の
傾
向
は
、
地
中
海
の
風
土
に
属
し
て
は
い
る
も
の
の
、
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u
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d
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d
e
p
u
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r
o
p
e
e
n
n
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d
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d
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c
o
n
s
e
q
u
e
n
t
 
d
e
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ont 
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a
u
 contraire, 

a
u
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q
u
e
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u
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e
m
e
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o
u
p
 u

n
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s
百
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r
o
m
p
u
,
 q

u
e
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u
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p
e n

’av
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q
u
e
 d
a
n
s
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lutte 
entre 

midi et 
minuit 

et 
qu

’une civilisation 
vivante 

n
e
 pourrait 

pas 
se 

constituer 
en 

dehors 
d
e
 cette 

tension, 
c’est-a-dire 

sans 
cette 

tradition 
m
e
d
i
t
e
r
r
a
n
e
e
n
n
e
 
negligee 

depuis 
si 

l
o
n
g
t
e
m
p
s
 ... ·…

D
es 

rives 
d

’A
frique 

O
U

 je 
suis 

ne, 
la 

distance 

aidant, 
o
n
 voit 

m
i
e
u
x
 le 

visage 
d
e
 l ’E

u
ro

p
e et 

o
n
 sait 

qu
’il n

’est p
a
s
 
beau. 
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a
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 contraire, 

lancee 
a
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c
o
n
q
u
e
t
e
 
de 

la 
totalite, 

est 
fille 

d
e
 la 

d
e
m
e
s
u
r
e
.
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 d

’un 
equilibre, 
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 d
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d
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C
a
m
u
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a
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a
i
m
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c
o
m
b
a
t
 
a
v
e
c
 lui. 

C
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doute 

n
o
u
s
 
a
v
o
n
s
 trouve d

a
n
s
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d
e
m
a
r
c
h
e
s
 u

n
 tour 

si 
volontaire, 

u
n
e
 telle 

passion 
d
e
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fouetter l’h
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x

 s
o
m
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e
i
l
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d
e
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o
u
 

d
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e
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b
i
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Iutter 
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u
n
 abandon. 

N
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o
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門
戸
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〈
円
。
門
店
v
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現
存
作
家
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
成
長
発
展
も
あ
る
の
で
、
軽
々
し
い
判
断
は
慎
ま
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、

ら
抜
け
出
た
時
に
、
カ
ミ
ユ
の
新
し
い
発
展
の
道
が
開
か
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

に
も
、
又
、
今
後
の
発
展
を
計
る
た
め
に
も
、
も
っ
と
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。

私
の
考
え
で
は
、
グ
ル
ニ
エ
の
影
響
か

」
の
両
者
の
比
較
は
、
カ
ミ
ユ
の
思
想
形
成
を
知
る
上

（
設1
）

て
あ
る
。

以
上
は
、
昭
和
三
十
一
年
六
月
、
学
習
院
大
学
で
開
催
さ
れ
た日
本
フ
ラ
ン
ス
文
学
会
に
於
て
発
表
し
た
も
の
で
、い
く
ら
か
加
筆
訂
正
し

（
註2
）
こ
の
後
に
入
手
し
た
問
。
m
2
ρ
巳
＝
一
三
の
〈F
m
g
R
Z

－g

勺
ユm
O
D
m
〉
（
呂
町
凸
）
に
は
、
『
諸
島
』
が
カ
ミ
ユ
に
影
響
を
与
え
た
、
と
簡
単

で
あ
る
が
明
記
し
て
あ
る
。

’ 
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（
註3
）

現
今
の
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
に
於
け
る
政
治
的
紛
争
に
つ
い
て
は
、昨年
七
月
の
円
＼
何M
G
B
m印
紙
に
、
カ
ミ
ユ
は
二
度
に
わ
た
っ
て
時
事
評
論
を

書
い
て
い
る
。

叶
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